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１．研究計画の概要 
 セイヨウナシは樹上では完熟せず，収穫後
の追熟を行うことによってはじめて可食状
態になる果実である。この原因として，樹か
らの物質等何らかの要因すなわちｔｒｅｅ
ファクターが成熟を阻害していると考えら
れているが，その正体はいまだ不明であり、
その解明には興味が持たれる。本研究では，
樹上完熟性をもつといわれているセイヨウ
ナシ‘ミクルマス・ネリス’，樹上完熟性を
もつニホンナシならびに樹上完熟性をもた
ない‘バートレット’を供試して，果実の樹
上完熟を阻害するｔｒｅｅファクターを解
明することを目指すものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 転流物質に着目し，果実への転流物質の流
入を阻害するために，果実離層上部の環状剥
皮処理または摘葉処理を施した。その結果，
環状剥皮処理によって樹上においても果実
の軟化が促進されたが，果実は完熟する前に
落下した。この果実落下は離層部への NAA 処
理により抑制され，環状剥皮処理を併用した
果実では，樹上でエチレン生成量が増加し，
収穫後に追熟した果実と同様に果肉軟化と
果皮色の黄化が生じ，適食状態に達した。こ
の結果より，転流物質の流入を阻害すること
で果実のエチレン生成および成熟が促進さ
れること，さらには果実離層部に NAA を処理
することによって落下が抑制され，樹上にお
いても果実が完熟することが示された。また，
セイヨウナシ果実は樹上においても成熟が
進行するものの，自ら生成したエチレンによ
って完熟する前に落下することが示唆され
た。 
 次に，セイヨウナシ果実を収穫することに

よって，果実内の代謝がどのように変化する
か調べるためにメタボローム解析を行った。
その結果，セイヨウナシのデンプンおよび主
要な糖について，樹上成熟区と比較して収穫
した追熟区では，デンプンと転流糖のソルビ
トールが収穫 2日後から 4日後にかけて急激
に低下した。また，デンプンの分解に伴って、
追熟初期はスクロースが，後期はグルコース
とフルクトースの単糖が増加した。ニホンナ
シでは，転流糖のソルビトールとスクロース
が減少し，グルコースとフルクトースが増加
した。このことから，果実に転流される糖が
果実成熟に重要な役割を持ち，収穫すると転
流が阻害されるため，果実内の炭水化物代謝
が急激に変化すること判明した。CE-MS によ
るメタボローム解析の結果，セイヨウナシの
追熟区では，ソルビトール 6-リン酸，フマル
酸，リンゴ酸、グルタミン酸，バリン，アラ
ニンなどの代謝物が減少し，逆にコリン，ガ
ラクツロン酸は増加することが判明した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 師部に含まれる転流物質がセイヨウナシ
果実の樹上完熟を阻害する tree ファクタ
ーの１つであること，また，セイヨウナシ
果実は樹上においても成熟が進行するもの
の，自ら生成したエチレンによって完熟する
前に落下することを明らかにしている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 師部に含まれる転流物質がセイヨウナシ
果実の樹上完熟を阻害する tree ファクタ
ーの１つであると考えられることから，セ
イヨウナシの転流糖であるソルビトールを
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収穫後の果実に注入する方法について検討
する。さらに，セイヨウナシとニホンナシ
の中間の性質をもつチュウゴクナシを供試
して，樹上成熟あるいは収穫後の追熟中の
メタボローム解析を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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